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「
小
錦
キ
ッ
ズ
」
の
子
ど
も
た
ち
と

　
勝
山
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
！

平
成
18
年
　

　
新
自
治
会
長
・
区
長
を
委
嘱
！

　
元
大
関
「
小
錦
」
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
ハ
ワ
イ
オ
ア

フ
島
の
小
学
生
６
年
生
35
名
、

先
生
13
名
を
招
き
異
文
化
体

験
を
さ
せ
、
彼
ら
の
将
来
に
向

け
て
の
可
能
性
を
引
き
出
さ

せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
K
O
N
I
S
H
I
K
I 

K
I
D
S
2
0
0
6
」
が
１

月
23
日
、
昨
年
に
続
き
勝
山

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
勝
山
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
歓
迎
の

歌
と
演
奏
に
始
ま
り
、
勝
山
小
全
校
の
子
ど
も
た
ち
と

ハ
ワ
イ
の
子
ど
も
た
ち
が
混
じ
っ
て
ゲ
ー
ム
や
創
作
活

動
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
次
に
ホ
ー
ル
に
再
び
集
ま

り
、
ハ
ワ
イ
の
子
ど
も
た
ち

が
歌
と
踊
り
を
披
露
。
ハ
ワ

イ
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
巧

み
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
冷
た

い
北
風
を
蹴
散
ら
し
、
会
場

全
体
を
常
夏
の
ハ
ワ
イ
に
い

ざ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

語
で
の
「
世
界
に
た
っ
た
一
つ
の
花
」
の
歌
も
み
ご
と
で

し
た
。
そ
の
後
、
み
ん
な
で
挑

戦
し
た
ハ
ワ
イ
の
踊
り
で
は
、

小
錦
さ
ん
も
マ
イ
ク
を
取
り
、

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
一
気

に
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
小
錦
さ
ん
と
各
学
年
ご
と

に
写
真
を
撮
り
、
勝
山
小
の
６

年
生
と
の
餅
つ
き
・
習
字
の
体

験
学
習
、
そ
し
て
、
給
食
を
食

べ
楽
し
い
交
流
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
、
町
役
場
に

お
い
て
自
治
会
長
・
区
長

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
旧
河
口
湖
地
区

の
新
自
治
会
長
・
区
長
さ

ん
方
へ
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各

地
区
の
代
表
及
び
町
連

合
自
治
会
長
の
選
出
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

■
町
連
合
自
治
会
長
　
古
屋
晴
男
（
林
）

○
船
津
地
区
代
表
　
　
小
川
清
治
（
本
町
二
）

○
小
立
地
区
代
表
　
　
古
屋
晴
男
（
林
）

○
大
石
地
区
代
表
　
　
堀
内
信
人
（
東
村
）

○
河
口
地
区
代
表
　
　
石
川
利
郎
（
第
五
）

船
津
地
区

　
【
揚
町
】
小
林
英
樹
　
　
【
浜
町
】
小
佐
野
宏
吉

　
【
若
松
町
】
鈴
木
　
寿
　
【
上
町
】
外
川
　
誠

　
【
松
場
一
】
梶
原
　
透
　
【
松
場
二
】
古
屋
正
弘

　
【
湖
南
一
】
小
佐
野
清
文
【
湖
南
二
】
渡
辺
　
稔

　
【
湖
南
三
】
黒
田
昌
泰
　
【
本
町
二
】
小
川
清
治

　
【
七
軒
町
一
】
中
村
好
幸
【
七
軒
町
二
】
三
浦
民
雄

　
【
七
軒
町
三
】
中
村
　
昇
【
七
軒
町
四
】
白
壁
喜
昭

　
【
南
台
一
】
渡
邊
新
一
　
【
南
台
二
】
三
浦
敏
夫

　
【
七
軒
町
中
】
中
村
清
文
【
市
道
】
中
村
憲
吾

　
【
富
士
見
一
】
渡
辺
新
一
【
富
士
見
二
】
三
浦
初
雄

　
【
富
士
見
三
】
倉
澤
静
生
【
富
士
見
四
】
渡
辺
良
一

　
【
本
町
】
笠
井
公
正
　
　
【
上
の
段
下
】
小
河
原
和
一

　
【
上
の
段
中
】
井
出
重
幸
【
上
の
段
上
】
中
村
俊
夫

　
【
高
尾
町
】
澤
登
忠
春
　
【
県
営
住
宅
】
三
壁
苑
子

　
【
高
尾
南
】
外
川
文
彦
　
【
富
士
見
タ
ウ
ン
】
井
出
一
夫

　
【
河
口
湖
通
一
】
五
十
嵐
敏
光

　
【
河
口
湖
通
二
】
石
原
浩
行

　
【
大
久
保
】
渡
辺
房
夫
　
【
宮
森
】
外
川
孝
夫

　
【
大
池
】
梶
原
　
武
　
　
【
浅
川
】
外
川
徳
雄

小
立
地
区�

　
【
乳
ヶ
崎
】
小
池
　
豊
　
【
林
】
古
屋
晴
男

　
【
八
丁
屋
】
渡
辺
則
夫
　
【
久
保
】
渡
辺
昭
夫

　
【
西
】
相
澤 

高
　
　
　

　
【
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
】
田
中
茂
雄

　
【
河
口
湖
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
】
堀
内
　
真

大
石
地
区

　
【
中
沢
】
堀
内
　
靖
　
　
【
上
手
】
藤
井
米
壽

　
【
東
村
】
堀
内
信
人
　
　
【
下
条
】
堀
内
雅
喜

　
【
後
藤
】
梶
原
菊
男
　
　
【
中
村
】
中
村
正
義

　
【
湯
口
】
梶
原
文
教
　
　
【
ペ
ン
シ
ョ
ン
】
西
嶋
廣
行

　
【
松
風
台
】
倉
本
哲
次

河
口
地
区

　
【
第
一
】
山
脇
照
良
　
【
第
二
】
外
川
司
郎

　
【
第
三
】
林
　
正
則
　
【
第
四
】
山
口
勝
人

　
【
第
五
】
石
川
利
郎
　
【
第
六
】
鈴
木
康
之
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【
村
の
生
い
立
ち
】

　
古
く
か
ら
は
、
武
田
家
が
甲
州
を
支
配
し
て
い
た
頃
、

甲
州
と
駿
河
を
結
び
「
塩
の
道
・
魚
の
道
」
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
た
「
中
道
往
還
」
の
警
護
に
当
っ
た
「
九

一
色
衆
」
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
跡
も

数
多
く
村
内
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
22
年
７
月
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の

九
一
色
村
が
上
下
に
分
離
し
、
梯
、
古
関
、
精
進
、
本
栖

の
４
ヶ
村
に
よ
っ
て
上
九
一
色
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
22
年
に
、
本
栖
三
ヶ
水
地
区
に
満
州
か
ら
の
引
揚

者
な
ど
に
よ
る
開
拓
団
が
入
植
し
、
富
士
豊
茂
と
称
し
て

い
た
が
、
昭
和
32
年
に
富
士
ヶ
嶺
と
改
称
し
、
現
在
の
村

の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

【
人
口
の
推
移
】

　
村
の
人
口
は
、
一
時
的
に
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
た
年

も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
20
年
代
の
後
半
か
ら
現
在
ま
で

減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
前
は
、
1
8
0
0
～
2
0
0
0
人
の
間
で
推
移
し
て

き
ま
し
た
が
、
昭
和
22
年
に
戦
後
初
め
て
実
施
さ
れ
た
国

勢
調
査
で
は
、
こ
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
富
士
ヶ
嶺
地
区
へ

の
開
拓
団
の
入
植
や
海
外
か
ら
の
引
揚
者
な
ど
で

2
4
3
3
人
と
な
り
、
３
年
後
の
昭
和
25
年
の
国
勢
調
査

で
は
2
4
5
5
人
で
、
こ
の
年
が
村
の
人
口
の
ピ
ー
ク
で
、

以
降
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
55
年
か
ら
平
成
２
年
ま
で
は
減
少
率
が
鈍
化
し
た

が
、
平
成
２
年
か
ら
出
生
数
の
減
少
に
伴
い
、
再
び
中
学

生
以
下
の
減
少
率
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
反
面
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
増
加
傾
向
を
維
持
し
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
と
同
時
に
、
村
に
は
過
疎
化
の
波
が

寄
せ
て
い
ま
す
。

【
公
共
施
設
等
の
整
備
状
況
】

　
村
を
東
西
に
御
坂
山
塊
が
走
り
、
梯
・
古
関
地
区
か
ら

な
る
北
部
地
域
と
、
精
進
・
本
栖
・
富
士
ヶ
嶺
地
区
で
形

成
す
る
南
部
地
域
の
２
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
48
年
に
甲
府
精
進
湖
有
料
道
路
が
開
通
す
る
ま
で
、

村
の
北
部
地
域
と
南
部
地
域
を
結
ぶ
自
動
車
用
の
道
路
は

な
く
、
住
民
の
交
流
も
活
発
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

甲
府
精
進
湖
有
料
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
、
住
民
の
一
体

感
が
強
ま
り
、
昭
和
55
年
に
上
九
一
色
中
学
校
と
本
栖
中

学
校
が
統
合
し
て
上
九
一
色
中
学
校
、
翌
56
年
に
は
富
士

豊
茂
中
学
校
も
上
九
一
色
中
学
校
に
統
合
し
て
、
一
村
一

中
学
校
が
実
現
し
ま
し
た
が
、
小
学
校
は
通
学
問
題
等
が

あ
り
現
在
も
３
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
が
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
た
た
め
、
公
共
施
設
は
や

む
を
得
ず
両
地
域
、
あ
る
い
は
各
地
区
に
整
備
し
な
け
れ

ば
住
民
が
納
得
し
な
い
た
め
、
少
な
い
村
民
に
も
か
か
わ

ら
ず
重
複
し
て
施
設
整
備
行
っ
て
き
た
た
め
、
小
村
の
厳

し
い
財
政
を
圧
迫
し
て
き
ま
し
た
。

　【
そ
の
他
村
の
現
状
】

　
上
九
一
色
村
の
産
業
は
、
精
進
湖
・
本
栖
湖
と
芦
川
渓

谷
を
主
と
し
た
観
光
業
と
、
富
士
ヶ
嶺
地
区
の
専
業
農
家

に
よ
る
酪
農
を
主
体
と
し
た
農
業
が
2
本
の
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
観
光
業
に
つ
い
て
は
、
精
進
湖
・
本
栖
湖
周
辺
を
主
に

ホ
テ
ル
・
旅
館
・
民
宿
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
場
等

の
宿
泊
施
設
の
他
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
食
堂
・
売
店
等
が
あ

り
ま
す
が
、
不
況
に
よ
り
観
光
客
の
入
込
数
が
年
々
減
少

し
、
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
精
進
湖
は
、
関
東
周
辺
で
は
へ
ら
鮒
釣
り
の
メ
ッ
カ
と

し
て
知
ら
れ
、
４
月
か
ら
10
月
の
シ
ー
ズ
ン
中
は
釣
り
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
、
こ
こ
１
～
２
年
は
釣
り
客
の
数
も

激
減
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
昭
和
61
年
の
「
か
い
じ
国
体
」
で

カ
ヌ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
競
技
の
会
場
に
な
っ
て
以
来
カ
ヌ
ー

の
メ
ッ
カ
と
な
り
、
毎
年
、
全
国
規
模
の
大
会
や
、
国
体

の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
な
ど
地
区
大
会
も
多
く
開
催
さ
れ
、
夏

場
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
本
栖
湖
は
、
棲
息
の
南
限
と
さ
れ
て
い
る
「
ヒ
メ
マ
ス
」
釣

り
が
有
名
で
す
が
、
富
士
五
湖
で
一
番
の
透
明
度
を
誇
る

湖
水
の
水
質
保
全
や
魚
族
の
資
源
保
護
、
ま
た
、
両
湖
共

に
11
月
か
ら
３
月
の
冬
季
間
の
釣
り
客
の
誘
致
は
長
年
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
１
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
富
士
ヶ

嶺
高
原
に
、
約
７
０
０
０
頭
の
乳
牛
と
肉
用
牛
が
63
戸
の

専
業
農
家
に
よ
っ
て
飼
育
さ
れ
、
県
下
一
の
酪
農
地
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
乳
価
の
低
迷
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
で
農
家

の
経
営
も
、
観
光
業
と
同
じ
く
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
若
い
後
継
者
が
意
欲
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
環
境
の
保
全
の
た
め
、
国
・
県
・
村
で
10

億
円
近
い
費
用
を
か
け
た
「
富
士
ヶ
嶺
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
」

が
平
成
16
年
に
完
成
し
、
牛
・
豚
の
ふ
ん
尿
処
理
の
た
め

稼
動
し
て
い
ま
す
。
施
設
で
処
理
さ
れ
た
ふ
ん
尿
は
、
肥

料
と
し
て
製
品
化
さ
れ
販
売
さ
れ
ま
す
。

合
併
ま
で
あ
と
一
ヶ
月
！

合
併
ま
で
あ
と
一
ヶ
月
！

　
そ
こ
で
、
合
併
す
る
上
九
一
色
村
南
部
に
つ
い

て
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
合
併
す
る
上
九
一
色
村
南
部
に
つ
い

て
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

お
子
さ
ん

父

母

大
國
　
拓
渡
　
　
昭
　
浩
　
洋
　
子
　
船
津

鈴
木
　
　
杏
　
　
松
　
巳
　
祐
　
子
　
船
津

小
佐
野
真
彩
　
　
英
　
樹
　
雅
由
見
　
船
津

布
施
　
七
輝
　
　
嘉
　
裕
　
裕
　
香
　
船
津

渡
邊
マ
ア
ヤ
　
　
ノ
ブ
オ
　
広
　
美
　
船
津

古
屋
　
実
那
　
　
良
　
和
　
貴
　
子
　
小
立

羽
田
　
悠
斗
　
　
浩
　
秋
　
浩
　
美
　
小
立

富
川
　
　
亘
　
　
尋
　
史
　
悦
　
子
　
小
立

渡
邉
　
奏
翔
　
　
昌
　
樹
　
め
ぐ
み
　
小
立

古
屋
　
利
花
　
　
隆
　
利
　
順
　
子
　
小
立

梶
原
　
千
寿
　
　
寿
　
博
　
久
美
子
　
河
口

三
浦
　
彩
加
　
　
　
貢
　
　
貴
美
子
　
勝
山

小
林
　
来
羽
　
　
俊
　
明
　
友
　
里
　
勝
山

渡
辺
　
花
音
　
　
和
　
也
　
理
　
恵
　
西
湖
西

渡
辺
　
彩
華
　
　
英
　
和
　
志
　
穂
　
西
湖
西

渡
邉
　
虎
幸
　
94
歳
　
渡
邉
　
和
男
　
船
津

渡
邊
　
崇
男
　
64
歳
　
渡
邊
　
　
毅
　
船
津

外
川
　
松
男
　
52
歳
　
外
川
喜
久
子
　
船
津
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　介護保険制度が始まって５年がたち、介護サービスの利用も進んでいます。

　その利用状況や今後の少子高齢化の進展を見据えて、このたび、介護保険

制度全般にわたり見直しが行われました。

①新予防給付の創設

　　要介護状態等の軽減、悪化防止に効果的な、軽度者を対象とする新たな予防給付が創設されます。マ

　ネジメントは、新たに創設される「地域包括支援センター（地域の総合的な相談窓口機能、介護予防マネ

　ジメント、包括的・継続的マネジメントの支援を行う）」などが行います。

②地域支援事業の創設

　　要支援・要介護になる恐れのある高齢者を対象とした効果的な介護予防事業を、介護保険制度に新た

　に位置づけます。

地域で安心してくらしていけるために

平成１８年４月１日から介護保険制度が変わります。

地域で安心してくらしていけるために

平成１８年４月１日から介護保険制度が変わります。

■変更点の主な概要は次のようになっています。

予防重視型のシステムへ

（１）新規申請

　①�要介護認定、要支援認定の新規申請の取扱いについては、以下のとおりです。

　　○３月３１日までの申請→現行の要介護認定等「要支援、要介護１～５」

　　○４月　1日以降の申請→新たな要介護認定等「要支援１・２、要介護１～５」

（２）更新申請

　①�要介護認定、要支援認定の更新申請の取扱いについては、以下のとおりです。

　　○有効期間の満了日が２月２８日以前の方

　　　　　　　 → 現行の要介護認定等「要支援、要介護１～５」

　　○有効期間の満了日が３月３１日以降の方

　　　　　　　 → 新たな要介護認定等「要支援１・２、要介護１～５」

（３）区分変更

　①�区分変更申請の取扱いについては、以下のとおりです。

　　○３月３１日までの申請

　　　　　　　 → 現在受けている要介護認定の有効期間の満了日にかかわらず、現行の要介護認定等

　　　　　　　　　「要支援、要介護１～５」

　　○４月　1日以降の申請

　　　　　　　 → 新たな要介護認定等「要支援１・２、要介護１～５」

　平成１８年４月１日から現行の要介護１の状態の人は、「要介護１」または「要支援２」に分けられます。

要介護・要支援区分の判定がかわります

○予防事業（補助事業） → 地域支援事業（介護保険）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊運動機能向上、認知予防、健康教育など

○要支援　（介護保険） → 新予防給付（介護保険　要支援１・２）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊介護予防訪問介護、介護予防通所介護など

○要介護１（介護保険） → 介護給付（介護保険　要介護１～５）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊訪問介護、通所介護など

【現行】 【改正案】

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援１

要支援２

介護が必要とされる人(要介護１～５)
▼

従来の介護サービス(介護給付)が
受けられます。

支援が必要とされる人(要支援１.２)
▼

※介護予防サービス(新予防給付)が
受けられます。
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健康科学大学コーナー

『依存症とこころについて』

Health Science University

福祉心理学科　専任講師 長坂和則

「
依
存
症
」
と
い
う
病
気
を

　
　
　
　
　
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
依
存
症
と
い
う
の
は
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」
を
蝕

み
、
つ
い
に
は
家
族
や
そ
の
生
活
ま
で
も
巻
き
込
ん

で
い
く
と
て
も
身
近
な
進
行
性
の
病
気
な
の
で
す
。

も
う
少
し
説
明
し
ま
す
と
、
「
良
い
結
果
が
得
ら
れ

な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
分
の
意
思
の
力
で
は
止

め
ら
れ
な
い
状
態
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
喪
失
）
」
が
習

慣
化
さ
れ
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
病
気
で
す
。

　
代
表
的
な
も
の
に
、
か
つ
て
「
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

（
ア
ル
中
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
医
学
的
な
診
断
基
準
も

あ
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
古
く
か
ら
人
々
に
認
識
さ

れ
て
き
た
病
気
で
す
。
千
利
休
は
こ
う
紹
介
し
て
い

ま
す
。
「
人
、
酒
を
飲
み
、
酒
、
酒
を
の
み
、
酒
、

人
を
飲
む
」
。
現

在
に
あ
て
は
め
ま

す
と
、
「
酒
、
家

族
を
飲
む
」
と
い

う
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
サ

ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ

リ
の
名
作
「
星
の

王
子
さ
ま
」
に
も
、

呑
ん
兵
衛
の
住
む
星
で
の
こ
ん
な
会
話
が
あ
り
ま
す
。

王
子
さ
ま
が
、
な
ぜ
酒
を
飲
ん
で
い
る
の
か
と
尋
ね

る
と
、
呑
ん
兵
衛
は
「
酒
を
飲
む
恥
ず
か
し
さ
を
忘

れ
る
た
め
に
さ
」
と
答
え
る
の
で
す
。
映
画
で
も
『

酒
と
ば
ら
の
日
々
』
『
失
わ
れ
た
週
末
』
『
男
が
女

を
愛
す
る
時
』
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
取
り
上

げ
た
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
「
否
認
」
の
病
気
と
も
い

わ
れ
、
「
オ
レ
の
酒
に
は
問
題
な
い
」
「
オ
レ
が
ア

ル
中
な
ら
世
の
中
の
み
ん
な
が
ア
ル
中
だ
」
と
な
か

な
か
自
分
の
問
題
を
認
め
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
理

由
を
つ
け
て
は
飲
み
、
飲
酒
す
る
と
ブ
レ
ー
キ
が
効

か
な
く
な
り
、
と
こ
と
ん
ま
で
酔
っ
ぱ
ら
う
パ
タ
ー

ン
を
繰
り
返
し
ま
す
。
ひ
ど
い
寝
汗
や
手
の
震
え
、

つ
い
に
は
飲
酒
が
止
ま
ら
な
く
な
る
状
態
（
連
続
飲

酒
）
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
飲
酒
に
ま
つ
わ
る
事

故
や
内
科
的
な
病
気
の
発
生
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
、
金
銭
問
題
や
家
族
内
の
問
題
…
等
々
、
ア
ル
コ

ー
ル
に
関
連
す
る
問
題
が
深
刻
化
し
（
こ
れ
が
進
行

性
と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
）
や
が
て
は
社
会
的
生
活

の
崩
壊
を
招
い
た
り
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
へ
の
ダ
メ

ー
ジ
（
肝
臓
・
膵
臓
・
食
道
や
大
腸
の
ガ
ン
等
）
か

ら
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
方
家
庭
内
に
お

い
て
は
、
親
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
抱
え
た
ま
ま
傷
つ
き
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
子

ど
も
達
が
お
り
、
そ
の
た
め
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

を
含
ん
だ
専
門
的
な
援
助
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
実
は
、
本
人
や
周
囲
の
人
々
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
正
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
た
め
、
「
肝
臓
が
ま

だ
大
丈
夫
だ
」
「
飲
む
量
を
控
え
さ
せ
れ
ば
…
」

「
意
志
を
強
く
も
て
ば
飲
ま
な
い
は
ず
」
「
毎
日
飲

む
わ
け
で
は
な
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
で
対

応
が
な
さ
れ
、
結
果
的
に
本
人
に
対
し
て
良
か
れ
と

思
っ
て
し
た
こ
と
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
進
行

を
助
け
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
さ
ら
に
本

人
は
「
酒
を
飲
ん
で
死
ね
る
の
な
ら
本
望
だ
」
「
命

よ
り
も
酒
の
方
が
大
事
だ
」
「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
が

や
め
ら
れ
な
い
」
と
、
こ
こ
ろ
に
歪
み
が
生
じ
て
致

命
的
な
価
値
観
の
逆
転
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
の
病
気
の
治
療
に
は
本
人
や
家
族
を
含

め
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
対
す
る
正
し
い

認
識
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
く
る
の
で

す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
を
含

め
さ
ま
ざ
ま
な
依
存

症
を
「
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ

ン
（A

d
d
i
c
t
i
o
n

）
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
「
嗜
癖
（
し
へ
き
）
」
と
訳
さ
れ
、
あ
る
習

慣
へ
の
執
着
を
意
味
し
ま
す
。
簡
単
に
い
う
と
「
ハ

マ
っ
て
し
ま
う
」
「
の
め
り
込
む
」
状
態
な
の
で
す

が
、
「
マ
イ
ナ
ス
面
が
多
く
な
ろ
う
と
も
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
効
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
不
健
康

な
習
慣
へ
の
捕
ら
わ
れ
は
、
大
き
な
社
会
問
題
の
一

つ
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
物
質
へ
の
嗜
癖
と
し

て
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
食
べ
物
（
拒
食
や
過
食
）

・
タ
バ
コ
等
が
あ
り
、
行
為
へ
の
嗜
癖
と
し
て
ギ
ャ

ン
ブ
ル
・
仕
事
・
繰
り
返
さ
れ
る
暴
力
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
浪
費
・
の
ぞ
き
や
痴
漢
、
最
近
で

は
携
帯
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
依
存
症
は
そ
の
本
人
の
単
な
る
「
意
志

の
弱
さ
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
身
体
的
・

心
理
的
・
福
祉
的
な
治
療
や
援
助
が
必
要
な
「
病
気
」

と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
正
し
い
理
解
と
対
応

が
と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
骨
折
に
は
骨
折
の
治

療
と
援
助
が
あ
る
よ
う
に
、
依
存
症
に
は
依
存
症
の

適
切
な
治
療
と
援
助
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
周
囲
が

正
し
く
理
解
し
、
そ
し
て
本
人
が
適
切
な
治
療
や
援

助
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
依
存
症
も

十
分
回
復
が
可
能
な
も
の
と
な
る
の
で
す
。
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河口湖の環境整備について話し合っています!!河口湖の環境整備について話し合っています!!河口湖の環境整備について話し合っています!!
～ 河口湖環境整備推進委員会及びワーキングの活動紹介 ～～ 河口湖環境整備推進委員会及びワーキングの活動紹介 ～

ワーキング：河口湖環境整備推進委員会の具体的な検討・作業組織

　

　河口湖においては、個人利用～教育～研究活動～レジャー・レクリエーション～事業活動など、地元から

広域にわたって多様な水面・水辺利用の拠点となっています。

　また、町村合併により、沿岸がひとつの自治体（富士河口湖町）となったことで、今後、より一体的な整

備促進が可能になったとともに、住民・利用者にとって[共有の財産]としての意識向上も図られることとな

ります。

　平成15年度には、地元主体の河口湖環境整備計画策定委員会により、様々な視点での環境整備に対する検

討・提言も行われました。この機会を町の更なる活性化の大きなチャンスと捉え、広域的にみても利用価値

の高い河口湖の、湖周辺を含めた整備のあり方検討、河口湖を中心とした活動ネットワーク構築を地元主体

で進め、河川行政に反映させていくことで、より魅力的な資源としていくことが望ましいといえます。

　平成16年度からは、河口湖環境整備推進委員会およびワーキングを定期的に開催しています。これらの機

関を、河口湖に関係する各組織・団体の有効な調整機関として位置づけて、平成15年度に策定された「河口

湖環境整備基本計画」の実現に向け、自然環境の保全や景観形成、湖面利用促進など、【環境整備の具体的

なあり方】や【地域でできること、すべきこと】を地元主体で具体的に検討しています。

　今後も、山梨県と富士河口湖町・住民・利用者が一体となった環境整備を実現していくとともに、継続性

を持った組織づくりを進めるための話し合いを進めていきます。

更なる活性化に向けて

推進委員会およびワーキング開催の趣旨

これまでの動き

河口湖は富士河口湖町の大切な宝

◆◆◆ ◆◆◆

H16年度　

河口湖環境整備推進委員会・ワーキング（構成、右図参照）

　　　　現地視察等による河口湖の現状把握

　　　　推進計画の話し合い
　　　　 拠点整備イメージ／環境整備のテーマと方向性 など

H15年度　

河口湖環境整備計画策定委員会

　　　　河口湖環境整備基本計画 策定

H17年度　

河口湖環境整備推進委員会・ワーキング

　　　　拠点整備基本計画検討

　　　　ソフト的施策展開の話し合い

河口湖治水委員会、富士河口湖町観光連盟

河口湖観光協会、富士五湖観光船協会河口湖支部

河口湖漁業協同組合、河口湖周辺各区長

河口湖商工会、富士五湖青年会議所

女性団体連絡協議会、富士河口湖町環境委員

フィールドセンター館、NPO法人日本釣り環境保全連盟

NPOフィールズ、NPO法人河口湖自然学校

総合学園ヒューマンアカデミー富士河口湖校

富士河口湖まちづくりワークショップ

富士河口湖町教育委員会、山梨県富士吉田警察署

山梨県 吉田林務環境部/都留建設部

富士河口湖町　など　　　　　　　　（順不同）

河口湖環境整備推進委員会・ワーキングの
参加組織

河口湖環境整備の協力体制

地元自治体
(富士河口湖町)

 河川管理者
(山梨県)

・住民

・民間
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最新の動き◆◆◆ ◆◆◆

河口湖環境整備推進委員会・ワーキングの取り組みに関する詳しい内容については、

富士河口湖町ホームページ（http://www.town.fujikawaguchiko.yamanashi.jp/）をご覧下さい。

●問い合わせ●　　管理課（担当：相沢）　TEL72-6013まで

町民の皆様と共に、環境整備を実現していきたいと考えています。
ご協力、お願いします!!

●河口湖を美しく保って行くために、適正な

　土地利用の方針を定める

●湖岸・湖面の利用を含めたルール作りが必要

●利用ばかりではなく、残すべき自然環境も

　明確にした整備と保全の方針を定める

利用の整合のとれた美しい
河口湖 適正な土地利用検討

●景観阻害要素の景観に与える負荷の軽減を

　図る→・廃屋、・廃船、ゴミなど

●電線の地中化の推進

●案内板、ガードレールなど、統一したデザイ

　ンの導入を図る

●拠点整備について協議（右図、参照）

●ーソフト的施策（広報やPRなど）について協議

今後の動き◆◆◆ ◆◆◆

●環境整備推進計画に基づく富士河口湖町地域

　での活動につなげていく

●拠点整備など、できるところから事業化の検討

　を進めていく

●現状の利用、環境保全にあり方を踏まえた、

　新たな利用のルールを制定する

●ルール制定にあたって以下を踏まえる

　・より多くの立場の元で合意を形成する

　・罰則やルール徹底のしくみづくりを図る

●河口湖の環境を良好なものにしていくため

　に、まず住民が意識を高めていく

●観光客に対しても美しい観光地を守り、楽し

　く過ごす意識を持ってもらう

●事業着手が可能と考えられる地区について

　は、早期に事業計画を立案する

●今後は住民の意見を聴取しながら整備手法

　を検討していく必要がある

観光地、ふるさととしての
美しい景色づくり 景観整備

河口湖を代表する地域の
拠点・回廊づくり  拠点整備

環境を保全していくための
意識づくり ルールの制定

自ら高める地域の意識
住民意識の向上地域への提言

安全で豊かな営みを支えつつ、
自然の恵みを活かした

エコミュージアム河口湖を目指して

※河口湖環境整備推進委員会・ワーキングからの

　環境整備に対する提言の一部を紹介します

拠点整備の概要

◆奥川周辺

　自然体験・環境学習機能

　の整備

◆長浜周辺

　湖畔の散歩道と桜公園

　（計画中）との連動

◆山之神川周辺

　湖面への近づきやすさの

　創出
◆奥川周辺

　自然体験・環境学習機能

　の整備

◆長浜周辺

　湖畔の散歩道と桜公園

　（計画中）との連動

◆山之神川周辺

　湖面への近づきやすさの

　創出

◆大池公園

　親水拠点としての整備

河口湖
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近
年
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

と
本
物
志
向
や
健
康
志
向
の
高
ま
り

に
よ
っ
て
、
旅
先
で
泊
ま
る
宿
の
料

理
に
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
い
わ

ゆ
る
「
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
」
が
欠
か

せ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
優
れ
た

景
観
に
め
ぐ
ま
れ
た
当
地
で
は
、
温

泉
の
掘
削
成
功
に
続
い
て
次
に
課
題

と
な
る
の
は
や
は
り
こ
の
ご
当
地
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
河
口
湖
温
泉
旅
館
組
合
の
名
物
料
理

と
し
て
「
こ
こ
だ
け
の
味
」
で
お
客
様
を
も
て
な
す
メ
ニ

ュ
ー
を
発
掘
す
る
た
め
、
富
士
河
口
湖
町
名
産
の
食
材
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
や
郷
土
料
理
を
町
内
外
に

募
集
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

１ 

実
施
方
法

　
ヒ
メ
マ
ス
・
ア
ウ
イ
茸(

雪
嶺
茸)

・
減
農
薬
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
ヤ
ー
コ
ン
、
黒
米
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
１
品
以
上

を
使
っ
て
、
新
感
覚
の
郷
土
料
理
や
ヘ
ル
シ
ー
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
料
理
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
和
・
洋
・
中
は
問
い
ま
せ
ん
）
　

・
指
定
食
材
は
事
務
局
が
提
供
し
、
そ
の
他
材
料
は
参
加

　
者
負
担
と
し
ま
す
。

（
指
定
食
材
は
コ
ン
テ
ス
ト
前
日
町
役
場
観
光
課
に
て
支

　
給
）

・
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
、
参
加
者
は
10
名
分
の
料
理
を
時
間

　
内
に
会
場
に
持
参
、
審
査
員
が
随
時
試
食
。

※
審
査
時
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
時
間
帯
を
２
班
に
分

　
け
搬
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
Ａ
班
（
温
泉
旅
館
組
合
選
抜
参
加
者
）
は
11
時
～
12
時

　
の
間
に
搬
入
審
査

○
Ｂ
班
（
一
般
公
募
に
よ
る
参
加
者
）
は
12
時
～
13
時
の

　
間
に
搬
入
審
査

　
備
考
：
料
理
は
試
食
用
に
小
皿(

鉢)

に
盛
り
付
け
し
た

　
　
　
　
も
の
を
10
枚
用
意
し
て
頂
き
ま
す
。(

「
10
人
前
」

　
　
　
　
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

２ 

審
査

　
審
査
員
（
河
口
湖
温
泉
旅
館
組
合
長
、
同
副
組
合
長
、

　
同
女
性
部
長
、
同
副
部
長
、
富
士
河
口
湖
町
長
、
観
光

　
課
長
、
農
林
課
長
、
郷
土
料
理
精
通
者
）
が
各
料
理
を

　
試
食
し
採
点(

10
点
満
点)

、
そ
の
合
計
点
を
参
考
に
し

　
て
協
議
の
上
、
入
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

３ 

日
時
、
場
所

　
日
　
時
：
３
月
28
日
（
火
）
11
時
～
13
時
の
間

　
場
　
所
：
富
士
河
口
湖
町
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
１
F
　
さ
く
や
ホ
ー
ル

４ 

募
集
対
象

　
一
般
参
加
希
望
者
は
定
員
15
名
に
達
し
た
時
点
で
締
め

切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

（
河
口
湖
温
泉
旅
館
組
合
各
施
設
か
ら
も
調
理
師
を
選
抜

　
　
・
参
加
）

※
飲
食
店
の
方
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
可
能
（
こ

　
の
場
合
１
名
と
カ
ウ
ン
ト
）
で
す

５ 

表
彰
　

　
　
町
長
賞
・
１
名
５
万
円
　
奨
励
賞
・
１
名
５
万
円

　
　
郷
土
料
理
賞
・
１
名
５
万
円

　
　
ヘ
ル
シ
ー
賞
・
１
名
５
万
円

　
　
ア
イ
デ
ア
賞
・
１
名
５
万
円

　
・
３
月
30
日
（
木
）
入
賞
者
を
招
き
表
彰

６ 

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

　
　
町
役
場
　
観
光
課
　
担
当
事
務
局
：
外
川
、
三
浦

　
ｔ
ｅ
ｌ
７
２-

-

３
１
６
８
　
ｆ
ａ
ｘ
７
２-

２
８
１
７

　E
-
m
a
i
l
:
k
a
n
k
o
@
t
o
w
n
.
f
u
j
i
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
.
l
g
.
j
p

【
指
定
食
材
の
説
明
】

ヒ
メ
マ
ス
：
ベ
ニ
ザ
ケ
の
淡
水
型
（
陸
封
型
）
、
本
州
で

　
は
富
士
五
湖
の
う
ち
西
湖
と
本
栖
湖
が
自
然
生
息
の
南

　
限
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
脂
の
の
り
が
良
く
、
ま
た
川
魚

　
特
有
の
臭
み
も
少
な
い
の
で
、
非
常
に
美
味
な
高
級
食

　
材
。
富
士
の
伏
流
水
で
の
養
殖
が
成
功
し
、
町
内
の
魚

　
店
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ウ
イ
茸
：
中
国
の
天
山
山
脈
に
自
生
す
る
希
少
種
の
高

　
級
キ
ノ
コ
で
、
柔
ら
か
な
上
に
適
度
に
歯
ご
た
え
が
あ

　
る
食
感
か
ら
「
陸
の
ア
ワ
ビ
」
と
し
て
大
変
な
人
気
。

　
最
近
に
な
っ
て
富
士
河
口
湖
町
内
で
栽
培
に
成
功
し
、

　
現
在
、
町
の
産
品
と
し
て
の
愛
称
を
募
集
中
で
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
：
町
内
の
河
口
地
区
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、

　
高
冷
地
の
気
象
条
件
で
栽
培
さ
れ
る
た
め
、
特
に
緑
色

　
の
鮮
や
か
さ
が
特
徴
で
す
。
甲
斐
の
こ
だ
わ
り
農
産
物

　
に
も
指
定
さ
れ
、
生
産
履
歴
も
示
さ
れ
安
全
・
安
心
を

　
モ
ッ
ト
ー
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヤ
ー
コ
ン
：
葉
は
お
茶
と
し
て
活
用
さ
れ
、
イ
モ
の
部
分

　
は
オ
リ
ゴ
糖
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で
あ
り
、
整
腸
作
用

　
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
町
内
の
大
石
地
区
で
栽
培
さ
れ
、

　
葉
を
使
っ
た
お
茶
は
町
の
観
光
施
設
、
県
内
ス
ー
パ
ー

　
な
ど
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

黒
米
：
五
穀
豊
穣
の
飾
り
に
も
利
用
さ
れ
る
縁
起
物
。
白

　
米
に
比
べ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル

　
類
も
豊
富
で
健
康
に
良
い
と
さ
れ
、
河
口
地
区
で
作
付

　
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

富士河口湖
地産一品料理コンテスト

富士河口湖
地産一品料理コンテスト

参加者募
集！
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■富士山を考えるフォーラム
テーマ：「地域資源を活かした新たな観光まちづくりを考える」

基調講演／コーディネーター　羽田 耕治（横浜商科大学商学部教授）

パネリスト　松坂　健（西武文理大学サービス経営学部　教授）

　　　　　　津上俊治（近畿日本ツーリスト㈱　国内旅行部長）

　　　　　　加藤　誠（㈱ＪＴＢ　国内商品事業本部地域観光開発課長） 

　　　　　　鈴木晴江（財団法人日本交通公社　主任研究員）

2月23日（木）　13:00～16:00

勝山ふれあいセンター・さくやホール　入場無料

■河口湖感謝デイ・富士山の日記念『花火大会』
河口湖感謝デイと富士山の日を記念した約2,000発の記念花火大会

です。

2月23日（木）　20:00～20:30

打ち上げ場所：河口湖上　メイン会場：大池公園

■大焚火＆3,776本のエコ・キャンドル
風倒木や枯れ草を組み上げ点火し、勇壮な大焚火を行います。また、

同会場で廃油から作ったエコキャンドルを3,776本点灯します。

2月23日（木）　16:30開始／17:00点火　八木崎公園

※強風時は延期

■湖上キャンドル
河口湖、西湖の湖面に数百個のキャンドルを浮かべ、幻想的な風景を

創り出します。

2月23日（木）　18:00～20:00　河口湖上、西湖上

■富士山凧揚げ大会
雄大な富士山を背景にした凧揚げ大会です。凧愛好家の方々の協力

のもとに昔懐かしく、日本の伝統行事・遊びを楽しみます。

大凧、連凧などのデモンストレーションもあります。

2月25日（土）　13：30～（予定）　河口湖畔八木崎公園

■「富士山の日」記念　ウォーキング大会
富士山を背景とし、河口湖畔で行うウォーキング大会。

2月26日（日）　9:30集合・10:00出発（予定）

八木崎公園集合・出発（予定）

■ネイチャーウォーク
河口湖フィールドセンターを拠点に、自然解説員とともに剣丸尾樹

海を散策し、冬の自然を体験します。

●個人向け　①10:00出発　②13:00出発（前日までに要予約）。

●団体向け　9:00～16:00　随時可能（前日までに要予約）。

料金：個人　¥300／人（中学生以下¥150）15名まで

          団体　¥4,000（15人まで）　16人以上は¥300／人

2月18日（土）～26日（日）※20日（月）のみ休館につき催行ありません。

＜問合せ＞河口湖フィールドセンター 　　0555-72-4331

■冬の樹海ネイチャーガイド
西湖コウモリ穴から、富士河口湖町公認のネイチャーガイドととも

に青木ケ原樹海を散策し、冬の大自然を体験します。

コース：コウモリ穴事務所～根場浜（２時間コース）　¥1,000

2月18日（土）～26日（日）①10:00出発 ②13:00出発（２日前までに要予約）

＜問合せ＞西湖コウモリ穴 0555-82-3111

■「西湖いやしの里根場　吊るし雛展示」
吊るし雛、山梨県内の各種雛人形、手芸作品を展示します。吊るし雛

製作体験も実施します（水・土・日曜日のみ、有料） 周辺は工事中のた

め、民宿組合駐車場に止め、歩きにて案内に従って下さい。

1月28日（土）～4月16（日）　9:00～16:00

西湖いやしの里根場・体験教室棟　入場無料

■第5回　富士山写真大賞展
富士河口湖町が主催する写真大賞第７回入賞作品の展示。

1月1日～3月26日　9:30～17:00（入館は16:30まで）　¥800

＜問合せ＞河口湖美術館 　0555-73-2829

■町営施設入館無料
『富士山の日』を記念して、町営施設を無料とします。

＜対象施設＞河口湖美術館       0555-73-2829

　　　　　    河口湖ミューズ館 0555-72-5258

2月23日（木）　※入館無料は２３日の入館のみが対象となります。

■入館者（体験者）記念品プレゼント
入館（体験）者にちょっぴりプレゼント（記念品）を贈呈します。

＜対象施設＞河口湖ハーブ館 72-3082／河口湖自然生活館 76-8230

／大石紬伝統工芸館 76-7901／河口湖フィールドセンター72-4331

／道の駅かつやま 72-5633／UKAI河口湖オルゴールの森 20-4111／

久保田一竹美術館 76-8811／河口湖猿まわし劇場76-8855／河口湖

木ノ花美術館 76-6789／河口湖クラフトパーク20-4123／富士スバ

ルランドドギーパーク 72-2239／天上山公園カチカチ山ロープウェ

イ 72-0363／河口湖遊覧船アンソレイユ 72-0029

2月23日（木）　※記念品プレゼントは２３日の入館・体験のみが対象となります。

■西湖野鳥の森　特別クラフト体験
富士山にちなんだ特別木工クラフト（鳥の巣箱）の製作体験。

2月18(土)～26日（日）　9:00～17:00　¥1,000

＜問合せ＞西湖野鳥の森公園　0555-82-2160

■富士山ビューポイント・ツアー
河口湖温泉旅館組合加盟施設に宿泊した方を対象に、本栖湖畔から

新千円札（旧五千円札）富士と、富士山頂付近から昇る日の出（朝霧高

原から）を見学するツアーバスを催行します。

2月24日（金）　5:30頃出発　料金無料

申込は各宿泊施設へ。定員になり次第締め切り。※23日にご宿泊のお客様が対象。

＜問合せ＞河口湖温泉旅館組合　0555-72-0346

■「富士山ご来光号」乗車券プレゼント
富士山の日ウィーク期間中、河口湖温泉旅館組合加盟施設に宿泊し

た方全員に、2006年「富士山ご来光号」（5月1日～11月14日運行予定）

の無料乗車券をプレゼントします。

2月19日（日）～26日（日）

申込は各宿泊施設へ。※18日～25日にご宿泊のお客様が対象。無料乗車券は上記運

行期間中に再度河口湖温泉旅館組合加盟施設に宿泊する時に使用できます。

＜問合せ＞河口湖温泉旅館組合　0555-72-0346

総合お問合せ　富士河口湖町観光課
TEL 0555-72-3168(直)/72-1111(代)
http://www.fujisan.ne.jp

2月23日は富士山の日2月23日は富士山の日
記念ウィーク　2月18日（土）～26日（日）

記念催事のご案内
※各催事の内容は、天候、気象条件により変更もしくは中止になる場合がございますので、予めご了承ください。

（テーマ１）富士山と地域づくりを考える

（テーマ４）富士が集う

（テーマ５）富士山と河口湖・西湖

（テーマ６）富士山と温泉（河口湖温泉旅館組合実施企画）

（テーマ２）美しい富士山を背景として活かす

（テーマ３）冬の富士河口湖の魅力体験


